
令和5年2月15日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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Ｃ

Ａ

４：

９０％
以上

Ｄ

３：

８５％
以上児童向け「学校生活アン

ケート」の「体育や運動
にすすんで取り組んでい
る。」に対する回答でＡ・
Ｂ評価（よく当てはまる、
やや当てはまる）の割合

Ａ

２：

８０％
以上

１：

８０％
未満

児童向け「学校生活アン
ケート」の「先生はグルー
プで話し合ったり、タブ
レットや電子黒板を使っ
たり、いろいろな方法で
教えてくれる。」に対する
回答でＡ・Ｂ評価（よく当
てはまる、やや当てはま
る）の割合

1

Ｃ

Ｄ

２：

８５％
以上

7

B

（概要）
◇Ａ評価が６５．６％（昨年比－１．０ポ
イント）Ａ・Ｂ評価が８９．２％であった。
アンケートを取った後に、全校で取り組
む今年度の１校１取組の運動を計画実
施したため、結果が反映されていない
部分があった。

（取組）
〇１校１取組の運動に「長縄跳び」を設
定し、全児童が２月に取り組んだ。
○食育朝会を設定し、食品ロスを削減
する必要性や箸の使い方等について、
児童に食育の情報を伝えることができ
た。

（今後）
▲全学年でめあてをもって取り組める１
校１取組の運動を、さらに工夫していく。
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（概要）
◇Ａ評価が７６．７％（昨年比－０．９ポ
イント）　Ａ・Ｂ評価が９６．２％であった。
昨年度のA評価より下回ったが、目標値
より上回った。児童に寄り添い、問題行
動やいじめ等について早期発見と、組
織的な解決を図ることで、児童にとって
安心して過ごせる学校づくりを行ってい
る。

（取組）
○メンタルヘルスチェック後に必要な児
童に面談を実施。さらに対応が必要な
場合はいじめ・不登校委員会を開催し、
組織的な対応を行った。
○毎月１回以上、特別支援委員会と不
登校・いじめ防止対策委員会を開催し、
個に応じた指導の在り方や不登校・いじ
め防止の対策について協議した。
○怪我や病気、問題行動、いじめ等の
事案について、週１回の生活指導夕会
で情報を共有している。
○スクールカウンセラーと連携して、児
童一人一人にきめ細かい対応を図って
いる。

（今後）
▲組織的な指導をさらに推進する。調
査や聞き取った結果の情報を記録し、
年度を越えても教員が確認できるように
する。低学年から高学年を通して、いじ
め防止に関する授業を計画的に行える
よう年間指導計画を作成する。

0

目標に対する成果指標

２：

７０％
以上

４：

９０％
以上
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Ｂ

３：

８５％
以上

２：

８０％
以上

４：

９５％
以上
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学校関係者記入欄

4

4

令和４年度　大田区立池上小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

【教育目標】
　人間尊重の精神に基づき、よりよい地域社会の担い手として、主体的、創造的、協働的に生きることのできる、心身ともに健康で人間性豊かな児童の育成を目指し、生涯にわたる学習の基礎を培う教育を推進する。
　　○健康でねばり強い子　　　○よく考え工夫する子　　　　○みんなのために働く子
・児童数　６４８名（通常級　１９学級　特別支援学級　４学級）
・研究主題　「思いや考えを伝え合い、協働して学習する児童の育成～教科担任制を生かした授業改善」・・・東京都「小学校教科担任制等推進校」（令和３年度～令和５年度）、大田区教育委員会教育研究推進校（令和３年度～令和４年度）
・特色ある教育活動・・・詩集「いけがみ」の発行、一人一鉢栽培、異学年交流活動、地域の人材、自然、歴史的、社会的環境を生かした体験的な教育活動の充実　等

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

保護者向け「学校教育ア
ンケート」の「学校は、教
育方針や日常の教育活
動などについて、分かり
やすく伝えている。」に対
する回答でＡ・Ｂ評価（よ
く当てはまる、やや当て
はまる）の割合

保護者向け「学校教育ア
ンケート」の「学校は、教
科担任制や習熟度別少
人数指導等、指導体制
を工夫し、授業の改善に
努めている。」に対する
回答でＡ・Ｂ評価（よく当
てはまる、やや当てはま
る）の割合

４：

９０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

（概要）
◇Ａ評価が３３．５％（昨年比－４．８ポ
イント）　Ａ・Ｂ評価が８５．０％であった。
学年ブログを設け、定期的に更新する
取組に力を入れたが、実際に授業を参
観していただく機会を増やすことが課題
である。

（取組）
〇ホームページを週１回以上更新、学
年ブログを月１回以上更新し、学習の
様子を発信した。
○地域教育連絡協議会を学期毎に開
催し、児童の様子について情報交換を
することができた。
〇学校地域支援本部と連携し「わくわく
サマースクール」の講座を昨年度より拡
充した。

（今後）
▲授業公開のあり方を工夫し、回数を
増やしていく。
▲来賓の参加ができる学校行事を増や
し、児童や学校の様子を見ていただく。

・授業公開のあり方を工夫し回数を増やし、来賓の参加ができる
学校行事も増やし、児童や学校の様子を見ていただくことに大賛
成です。

・QRコードを使ったアンケートはとても使いやすいです。
ただ、QRコードの紙のお手紙を見て、後で回答しようと思って忘れ
てしまうことがよくあります。（申し訳ありません）
そのため、メールで「○○のアンケートは○○までです」というよう
な連絡をいただけると「送らないと！」と思い出させてもらえて助
かっています。

・保護者向けのまなびポケットがもう少し活用できるといいです
ね。

・コロナ禍で「わくわくサマースクール」が拡充して開催されたこと
はとてもよかったと思います。

・池上まちめぐり研修だったり、池小フェスタで子供と地域をつなぐ
ことに協力いただいた事、連絡協議会でのお話など学校、家庭、
地域が一体となる活動ができた一年であったと思います。すくなく
とも、草の根的であったとしても、より一体となるための一歩は踏
み出せたと考えています。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

３：

８５％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

4

4

4

3

２：

８０％
以上

１：

８０％
未満

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

Ｄ

4

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

８０％
未満

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

児童向け「学校生活アン
ケート」の「自分も友達も
大切にしている。」に対
する回答でＡ・Ｂ評価（よ
く当てはまる、やや当て
はまる）の割合

４：

９５％
以上

３：

９０％
以上

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

4

3

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

教科担任制を多面的な児童理解や授業の質
の向上等、教育環境の改善に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・コロナの影響でグループで話し合うことが難しい時期もあったこと
と思いますが、３０人のクラスの中で発言するのは、はずかしくて
できない子でも４～５人のグループであれば意見をできる子もいる
と思うので、グループの話し合いが増えてくれるとよいです。

・児童と面談して一人ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て教員が支援するなど、協働的な学びをより効果的なものにする
ために、OJT研修を活用して、教員の指導力向上に期待します。

・「不思議」「なぜ」など、自分が分からない事にチャレンジしてほし
いです。

・コロナ禍の為、なかなか児童と会うことが少なく個々の評価は難
しいです。それでも子供たちはすくすくと成長しています。教育方
法も種々変わり大変と思います。登下校の時に道で会った時は挨
拶や声掛けをできるだけしております。

・児童一人一人に対してどこまで細かくフォローできているのかと
いう点については、正直分からないが、グループで話しあって進め
るような授業をよく見かけました。旧来の画一的な授業ではなく、
ディベート力を磨くような、また意欲を高めるような指導がされてい
ると感じました。

（概要）
◇Ａ評価が７８．７％（昨年比＋６．２ポ
イント増）　Ａ・Ｂ評価が９７．６％となっ
た。これは、「思いや考えを伝え合い、
協働して学習する児童の育成」をテーマ
に校内研究をすすめたことが、成果とし
て表れたと考える。

（取組）
○校内研究の一環で、話し合う場面を
取り入れた授業を全教員が行ってい
る。
〇電子黒板や児童一人一台のタブレッ
ト端末を活用した授業を全教員が行っ
ている。
○授業改善推進プランを作成し、教科
ごとに説明会を開くことで教員の共通理
解を深めることができた。
○算数の土曜補習を実施した。
○本校独自の計算検定と、区の漢字検
定を実施し、児童にめあてをもたせて取
り組ませた。

（今後）
▲協働的な学びをより効果的なものと
するために、OJT研修を活用して教員
の指導力向上を行っていく。
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１：

８０％
未満

・ちょっとした怪我やトラブルでも担任の先生からお電話で報告を
いただけて助かっています。児童一人一人に気をかけるのはとて
も大変なことと思いますが、これからも継続していただけますと幸
いです。

・特に不登校や、いじめについては、手をつくしていますが、組織
的な指導をさらに推進し、年度を越えても教員は確認できるように
する。また、低学年から高学年を通していじめ防止に関する授業
を計画的に行えるよう年間指導計画を作成することを要望しま
す。

・いじめ、不登校の解決に学校関係者の努力だけではなく、外部
の相談機関の活用も時として、必要だと思います。

・学校では公立校としての運営があると思う。すこし不自由な所は
子供も教職員も一緒だと思います。

・非常に難しいテーマであり、評価も難しいため正確ではないかも
しれません。「いじめ」の問題については、先生方が子供に事実確
認をしっかりと行い、状況によって学年内や学内で共有され対応
を進められていると認識しています。結果、心がすくわれた子も多
くいる理解です。一方、救われない子供もおり、不登校になってい
る方もいます。問題の中心にいる子供があいかわらずという事も
聞いた事があります。センシティブだからこそPTAを巻き込んでも
良いのではと思いました。→名を明かせとか一緒に対応しようとい
うのではなく、対応の仕方をともに考える機会の創出といった感じ
です。

・ちょうど今、子供たちが縄跳びを楽しそうにしています。
　１年生は新しい技ができるようになったと喜び、４年生は長縄跳
びがクラスで100回いきそうだったと楽しんでいます。
　２月だけではなく休み時間など１年を通して身近な遊びにさせた
いと思いました。

・全学年でめあてをもって取り組める一校一取組の運動を、さらに
工夫していくことに賛成です。

・きちんとした生活習慣を身に付け、学校として運動する機会を提
供することはとても大切だと思います。

・体力の向上に積極的に取り組んでほしい。（ボール投げ等）

・休み時間の校庭は多くの児童が走り回っている、外にいることが
良い。

・良くできていると思います。朝、校門の所で先生方が声をかける
から、ちゃんと早起きして学校へ行こうと考えている子供もいると
思います。また、食育指導を通して、食べ物の大切さを理解した子
供もいると実感しています。

・本格的な教科担任制は５年生からですが、音楽や算数など低学
年でも専科の授業が行われています。

・教科担任制になることで少しでも先生方の負担が軽減されるの
であれば、これからは４年生ぐらいから教科担任制を取り入れても
よいのではと思います。

・池上小学校の教育環境は万全、強いて、発言すれば保護者向
けのアンケートの活用で、指導体制を工夫していくことを継続して
いくとよい。

・今の先生方は担当クラス以外の子供の事も知っている様に感じ
ます。

・研究発表会の報告からも、常日頃先生方が情報共有をきちんと
されており、一人の成果を全体の成果とする努力をされていると
思います。
又、よく遅くまで教室に残り、子供たちの為に努力されている姿を
拝見しております。むしろ、先生方のリフレッシュがもっと必要では
と感じる事の方が多くあります。
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（概要）
◇Ａ評価が４９．２％（昨年比＋４．３ポ
イント）　　Ａ・Ｂ評価が９４．５％であっ
た。今後も授業改善に直結する研修を
充実させる。

（取組）
○自己申告に基づく授業観察、理科指
導専門員による指導、校内ＯＪＴ等を活
用し、授業改善を図った。
〇各学期で拡大学年会を設定し、教科
担任制の運営状況の確認を行い、評
価、改善をした。
○特別支援教育委員会、いじめ・不登
校対策委員会を毎月実施している。ま
た、巡回指導教員やスクールカウンセ
ラーと連携し、生活指導夕会等で指導
方法や工夫について情報共有してい
る。
〇学期１回以上のICT研修を行い、教
員のICTスキルを向上させた。

（今後）
▲来年度の研究報告会で成果を周知
する。

３：

９０％
以上

２：

８５％
以上

１：

８０％
未満

プ
ラ
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１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

3

保護者向け「学校教育ア
ンケート」の「学校は、ＩＣ
Ｔを活用した授業や外国
語活動などを通して、社
会変化に対応できる子
供の育成に努めてい
る。」に対する回答でＡ・
Ｂ評価（よく当てはまる、
やや当てはまる）の割合

４：

９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

・年々タブレットを活用した授業が充実し、今ではタブレットなしで
は授業ができないのでは？と思えるほど定着していると思いま
す。

・学校公開の授業では文字だけでは伝わらない感情を絵文字を
使って表すという、大人でも気を付けなくてはいけないことを教え
てもらえるので、うらやましく思いました。

・特におおたものづくりを生かした体験活動と、体力テストの結果
を踏まえた体力向上全体計画を作成して「一校一取組」運動や、
「一学級一実践」運動を実践することに賛成です。

・デジタル化で、人間が人間らしさを失わずに生きる方法を御指導
いただければと思います。

・これからも改善の余地の多い項目だと思います。ますます改善
を加え、よくなることを期待します。

・毎年12月の人権週間には、是非、擁護委員による人権教室を開
催してほしいと思います。また、"人権の花"運動にも参加してくだ
さい。

・ICTの取り組みとタブレットの活用、これからの生きる力に必ず役
に立つはずです。

・全ての授業や学年を見ているわけではないが、取組評価は適切
であると認識している。外国語も学年によって違うかもしれない
が、ALTも含め２名で対応されており、力を入れた教育をしている
と感じていました。また、ICTの面でも、上手に端末を使われてい
ると感じていました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

3
３：

８０％
以上

Ｂ 3

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

3
１：

６０％
未満

Ｄ 0

3

（概要）
◇Ａ評価が２２．８％（昨年比－２．２ポ
イント）　であった。昨年度、A評価が２
５．0％（前年比＋１４．３ポイント）と大き
く改善した経緯があり、継続して改善に
取り組む。今年度のＡ・Ｂ評価は８３.６％
と、保護者から評価をいただいている。

（取組）
○ICT朝会や教員向けのICT研修を実
施し、教員のICTスキルを向上させるこ
とで、全教員がタブレットを毎日活用す
ることができた。また、授業内でタブレッ
トを活用した協働的な学びを実施する
教員が増えた。
〇児童は、タブレットを活用して調べ学
習に取り組んだり、タブレットに配信され
たワークシートに記入したりして授業を
受けている。また、児童は毎日タブレッ
トを持ち帰り、家庭ではタブレットドリル
などの宿題に取り組んでいる。
〇人権週間と関連して、標語やポス
ター作成に取り組むとともに、全児童が
一人一鉢の植物栽培に取り組んだ。

（今後）
▲「おおたの未来づくり」に関連する体
験的な活動を計画し、実施していく。

Ａ 5


